








brought to you by COREView metadata, citation and similar papers at core.ac.uk
氏 名  﨑花 尚美 
学 位 の 種 類  修士（看護学） 
学 位 記 番 号  修士第 248 号 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第３条第１項 
学 位 授 与 年 月 日  令和２年 ９月９日 
学 位 論 文 題 目  病院に勤務する看護師長の看護情報についての認識と看護管
理上での情報活用の課題 
 
審 査 委 員  主査  教授   伊藤 美樹子 
 
副査  教授   佐々木 雅也 
 
副査  准教授  桑田 弘美 
 
別 紙 様 式 3
論 文 内 容 要 旨
※整理番号
〇 C Q \ふ り が な ） さきはななおみ












いて、5 件法で評価した。4 以上を知識良莊群、3 以下を知識不良群に分け、カイ 2 乗検定、Mann- 
Whitneyの U 検定を行った。看護情報能力に関する良好•不良を従属変数、講義及び研修の有無幸 
蜱立変数、年齢、性別、基礎学歴を調整変数として多重ロジスティック回帰分析を行った。
【結果】
回収数は212名 （有劾回答率8 8 % ) であった。対象者の年齢（平掏士標準偏差）は 50. 2 歳土  
5. 9 歳、9 2 %が女性であった。看護師長に必要とされる情報汝びICTに関する能力に関して、性別 
(p く0.01)、最終学歴（p=0. 0 4 )、ICTに関する講義や研修（p く 0.01)と有意な関連を認めた。情 
報及び I C Tに関する講義及び研綠未受講者を参照水準とした研修者の知識•実践良好調整オッズ 
比 (95%信頼区間）は、年鋪を調整した場合(Model1）3.07 (1.73-5.44)、Model1 に性別を追加 














(備考） 1 . 研究の目的•方法•結果•考察•総括の順に記載すること。 （ 1， 200字程度) 
2 . ※印の欄には記入しないこと。
